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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

東
栄
町
議
会
議
長

　
原
田
安
生

　
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
世
界
的
な
流
行
を
巻
き
起
こ
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
町
民

の
皆
様
も
大
変
な
ご
心
配
を
さ
れ
な
が
ら
の
生
活
、
色
々
と
気
苦
労
を
さ
れ
た
こ
と
と
お

察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
町
民
の
皆
様
に
は
議
会
に
対
し
日
頃
か
ら
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
体
制
に
な
り
１
年
７
か
月
が
過
ぎ
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
議
員
各
自
が
色
々
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
前
回
の
新

年
号
に
記
載
を
し
た
、
議
会
と
町
民
と
の
意
見
交
換
会
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
密
を
避
け

る
方
法
な
ど
を
考
え
て
今
後
実
施
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

東
栄
町
の
人
口
も
、
約
３
千
人
と
な
り
大
き
く
変
化
の
時
代
が
近
づ
い
て
来
て
い
ま
す
。

た
だ
、
小
中
学
校
、
保
育
園
の
子
供
た
ち
の
減
少
は
少
な
く
、
時
折
見
に
行
き
ま
す
と
、
元

気
に
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
私
の
孫
も
、
小
学
校
に
２
人
保
育
園
に
１
人
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
現
状
を
み
ま
す
と
、
ど
の
政
策
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
納
得
頂
け
る
政
策
で
あ

っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

道
路
関
係
で
す
が
、
三
遠
南
信
の
鳳
来
峡
イ
ン
タ
ー
、
東
栄
イ
ン
タ
ー
間
の
工
事
も
順
調

と
聞
い
て
い
ま
す
。
冬
場
の
難
所
、
池
場
坂
の
迂
回
路
と
し
て
も
早
期
開
通
が
待
た
れ
る

所
で
す
。
月
か
ら
神
田
間
の
バ
イ
パ
ス
道
路
も
工
事
が
始
ま
り
、
令
和
４
年
か
ら
ト
ン
ネ
ル

工
事
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

　

医
療
関
係
で
す
が
、
診
療
所
は
、
町
民
の
皆
様
の
安
心
ま
た
、
移
住
定
住
対
策
に
は
欠

か
せ
な
い
存
在
で
す
。
３
千
人
の
町
で
も
維
持
で
き
る
医
療
体
制
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

い
る
所
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
年
は
、
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
心
配
で
す
が
、
住
み
良
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
議

会
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
様
の
本
年
が
幸
多
い
年
に
な
る
事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
は
町
政
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。
小
中
学
校
の
休

校
、
飲
食
店
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
の
休
業
や
時
短
営
業
要
請
、
各
種
催

し
物
の
中
止
や
縮
小
等
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
ご
心
配
と
ご
無
理
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一
刻
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
が
、
町
と
し
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
守
る
た
め
全
力
で
新
型
コ
ロ
ナ
に
立
ち

向
か
っ
て
、
町
民
が
平
和
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

さ
て
本
年
は
、
昨
年
よ
り
進
め
て
き
た
第
６
次
総
合
計
画
後
期
計
画
が
出
来
上
が
り
ま

す
。
「
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」
こ
と
を
目
標
に
、
７
つ
の
基
本
目
標
に

向
か
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
み
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
町
を
実

現
す
る
よ
う
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
設
計
作
業
を
進
め
て
い
る
新
医
療
セ
ン
タ
ー
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
｟
仮
称
｠

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
７
月
開
所
に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
建
設
工
事
に
取
り

組
み
ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
で
き
る
医
療
と
保
健
・
福
祉
・
介
護
等
が
い
つ
で
も
連

携
で
き
る
環
境
を
整
え
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
が
持
て

る
施
設
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
過
疎
・
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
東
栄
町
に
暮
ら
す
町

民
、
特
に
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
感
じ
て
い
る
不
安
を
払
拭
で
き
る
施
策
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
町
民
、
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
明
る
い
東
栄
町
の
未
来
に
向

か
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

結
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
去
り
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
東
栄
町
に
と
り
ま
し
て
も
幸
多

か
ら
ん
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

東
栄
町
長

　
村
上
孝
治
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新
春
を
迎
え
て

愛
知
県
知
事

　
大
村
秀
章

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の
工
事
着
手
や
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点

「
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
ｉ
」
の
事
業
開
始
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

「
愛
知
」
を

「
新
起
動
」
さ
せ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の

加
速
度
的
な
進
展
な
ど
に
よ
り
、
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
愛
知
県
が
日
本
の

成
長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
我
が
国
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
た
め
に
は
、
変
化
に

的
確
に
対
応
し
、
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
、
国
内
外
か
ら
最
先
端
の
技
術

・
サ
ー
ビ
ス
・
人
材
を
取
り
込
み
な
が
ら
、

モ
ノ
づ
く
り
産
業
と
融
合
し
た
愛
知
独
自
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
推

進
し
、
新
た
な
付
加
価
値
を
創
出
す
る

「
愛
知
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の
整
備
な
ど
、
愛
知
の
魅
力
を
高
め
る
取
組
を
進
め
、

国
内
外
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た
社
会
基
盤
整
備
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
教
育
、

女
性
の
活
躍
、
医
療
・
福
祉
、
環
境
、
雇
用
、
多
文
化
共
生
、
防
災
・
交
通
安
全
、

東
三
河
地
域
の
振
興
な
ど
、
県
民
生
活
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
取
り
組
む
と
と

も
に
、
今
年
開
催
予
定
の
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
・
ワ
ー
ル
ド
ロ
ボ
ッ

ト
サ
ミ
ッ
ト
、
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
な
ど
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
も
万
全
の
準
備
を
整
え
、

愛
知
の
魅
力
を
世
界
中
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
暮
ら
し
・
経
済

・
環
境
が
調
和
し
た
輝
く
あ
い
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

愛
知
県
議
会
議
員 

峰
野
　
修

　
　

東
栄
町
の
み
な
さ
ま
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
大
流
行
し
て
世
界
中
が
振
り
回
さ
れ
、

今
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴

・
ワ
ク
チ
ン
開
発

・
治
療
法
な
ど
大
分
わ
か
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
克
服
し
た
と
は
言
え
な
い
状
態
で
す
。
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と

の
戦
い
の
最
中
で
す
。
「
正
し
く
恐
れ
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

新
聞
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
が
、
毎
日
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た
新
規
感
染

者
数
も
第
3
派
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
増
え
た
の
が
昨
年
暮
れ
で
し
た
。
経
済
に
与
え
る

影
響
を
極
力
避
け
、
生
活
を
守
る
た
め
に
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
補
正
予
算
が
国

・

県

・
町
で
組
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
4
月
か
ら
の
一
般
予
算
の
財
源
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
1
年
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
人
類

が
過
去
に
克
服
し
た
幾
多
の
感
染
症
の
歴
史
に
学
び
つ
つ
、
次
の
未
来
を
展
望
し
て

い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
、
身
近
で
で
き
る
良
い
と
思
う
こ
と
を
一
人
一

人
が
地
道
に
取
り
組
む
こ
と
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
、
東
京
や
大
都
市
へ
の
人
口

・
社
会
機
能
集
中
の
リ
ス
ク
と
地
方
で
暮
ら
す

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
気
付
か
れ
は
じ
め
、
人
口
の
社
会
移
動
が
起
き
始
め
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
社
会

・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

・
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
・
D
X
な
ど
聞
き
な
れ
な

い
横
文
字
が
良
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
新
し

い
時
代
の
地
方
で
の
暮
ら
し
方
を
考
え
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
社
会
基
盤
と
情
報
通

信
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
み
な
さ
ま
と
共
に
東
栄
町
の
今
を
守
り
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と

を
お
約
束
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



東山中継局 ・・・中継局

旧△△小学校 ・・・アンサーバック有子局

旧△△小学校 ・・・アンサーバック無子局

17 河内集会所

22 清学山荘付近

21 明寿荘

20 加久保地内

23 三ツ石集会所 

24 尾篭生活改善センター

25 布川荘 

26 下粟代生活改善センター

27 桑原公民館

28 新畑地内 

29 古戸川合集会所付近 

19 新城市消防署　東栄分署 

18 奈根集会所

16 深谷荘付近 

00 東山中継局

13 小林集会所

06 旧粟代小学校

14 古戸会館

08 旧月小学校

02 旧中設楽小学校

07 旧東栄小学校

05 旧奈根小学校

03 旧東部学校

12 西薗目集会所 

10 川角集会所 

11 東薗目ふれあいプラザ
09 旧足込小学校

04 旧御園小学校

30 赤羽根地内

15 三輪丸山住宅

01 東栄町役場

4

新しい防災行政無線システムの運用が始まります！
町では、令和元年度、２年度の継続事業で防災行政無線設備の更新を進めてきました。

屋外スピーカーの増設、消防団積載車の無線機とハンディ無線機の更新、とうえいチャンネルの開設、

従来の戸別受信機に代わる新たな情報伝達手段として、スマートフォンアプリ「Ｓアラート」の整備を行いました。

2月1日より

Ｓアラートって何

屋外スピーカー設置場所

?
　防災行政無線放送を受信・自動再生できるスマート

フォンアプリです。防災行政無線と連携し、Jアラート

などの緊急情報も個人のスマホで放送を聞くことが

できます。緊急時以外にも地域内での情報配信など

幅広い活用が見込めます。詳しいインストール方法や

設定方法は、今月の広報誌と一緒に配布したチラシ

をご覧ください。

　１０月に実施したモバイル端末所有調査の結果を参

考に、町からタブレット端末の貸与を考えています。

条件等については、今後ご案内します。貸与するタブ

レット端末は防災行政無線の受信専用で、その他の

機能は使用できません。

スマートフォンを
所有していない世帯はどうするの ?

※アンサーバック機能付きの屋外スピーカーでは、

　 外部接続箱内にある無線機で役場と通話が出来ます。

新・防災行政無線システム新・防災行政無線システム
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（株） 田中組

（株） 田中組

長谷水道

（有） 森建設

（株） 田中組

（株） 東海分析化学研究所

（株）Fujitaka 名古屋支店

（株） 田中組

昭栄工務店

名三工業（株） 

大木電気商会

アジア航測（株） 名古屋支所

工事

工事

工事

工事

工事

委託

物品

工事

工事

工事

物品

物品

業種

8,700

8,700

10,900

1,800

2,600

780

9,500

4,500

6,100

34,500

1,030

3,390

92,500

11,600

35,200

林道よらき線舗装工事

林道下モ山線舗装工事

足込浄水場導水管更新工事

月地区かんがい排水整備工事

林道節沢線改良工事

河川水質検査業務委託

とうえい温泉券売機等購入

森林体験交流センター建物屋根塗替え工事

東栄中学校体育館等トイレ改修工事

東栄浄化センター電気設備更新工事

子育て支援センター、放課後児童クラブ 空気清浄機購入事業

森林資源管理システム導入業務

工　事　名　等

令
和
２
年
度

11
月
の
入
札
結
果

計

業者名等 落札金額【千円】 予定価格【千円】

※税抜き

防災行政無線放送を
聞き逃したら ?
対処法１　Ｓアラートで確認できます。

対処法２　とうえいチャンネルで確認でき

　　　　  ます。

対処法３　次の番号に電話すれば放送内容

　　　　  を電話口で確認できます。

　　　　　防災行政無線電話応答サービス

　※一般家庭電話、携帯電話どちらも対応。

どんな内容を放送するの ?
①災害に関する情報

　 避難準備情報、避難勧告、避難指示等

②全国瞬時警報システム（J-ALERT）による 

　 国からの情報　　緊急地震速報等

③町民の生命や財産に関わる緊急情報

　 火災発生、行方不明者の捜索に関する情報等

④その他

　 緊急性を伴う行政情報

０５３６・７６・１８１６

とうえいチャンネルについて
　引き続き各種行政情報を配信します。

　新たに、県の防災システムと連携し、町

の雨量情報（時間雨量・累加雨量）や土砂

災害危険度情報が見られるようになります。

また防災行政無線で放送した内容も確認で

きます。

試験放送について

今の戸別受信機は
いつまで使えるの ?
　令和３年１月３１日まで使用できます。２月１

日からは使用できません。

　令和３年４月以降に順次撤去、回収を予定

しています。家に設置してあるアンテナ類も

同様です。詳細は今後ご案内します。

①屋外スピーカー

　令和３年１月１２日（火）から新しい屋外

スピーカーの試験放送を開始します。現

在の運用と同様に６時、１０時、１２時、１５

時、１８時に音楽又はチャイムが流れます。

②Ｓアラート

　令和３年１月２５日（月）の１８時に試験

放送を実施します。アプリをインストール

した端末（スマートフォン等）から音声が

流れます。試験放送は２月以降も複数回

予定しています。

※試験日時が変更になった場合はとうえい 

　 チャンネルでお知らせします。
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・
東
栄
町
議
会
議
員
及
び
東
栄
町
長
の

　
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

　
担
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
よ
り
、
町
の
選
挙
に
お
い

て
選
挙
運
動
用
の
自
動
車
の
使
用
、
ビ

ラ
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
を
公
費
負
担

と
す
る
た
め
に
制
定
。

・
東
栄
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正

　

東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
構
の
見
直

し
を
行
い
、
等
級
別
基
準
職
務
表
を
改

正
。

　

今
回
の
補
正
予
算
額
は
２
千
１
４
６

万
５
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

｟
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
る
と
１
千
８
４
２

万
１
千
円
の
減
額
｠

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
対
す
る
県
補
助
金
を
、
２
０

２
万
５
千
円
増
額
。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
、
１
千

９
４
５
万
７
千
円
増
額
。

　

６５
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
無
償
に
す
る
費
用
と

し
て
４
２
２
万
３
千
円
、
千
代
姫
荘

な
ど
観
光
施
設
等
に
Ｗ
ｉ~

Ｆ
ｉ
を

整
備
す
る
費
用
と
し
て
６
１
９
万

７
千
円
、
花
祭
会
館
の
音
響
設
備
を

改
修
す
る
工
事
費
と
し
て
９
４
１

万
３
千
円
を
増
額
。

　

林
道
小
田
線
等
の
災
害
復
旧
工

事
を
５
千
１
０
０
万
円
減
額
。

山
本
典
式 

議
員

・
実
施
設
計
の
着
手
に
つ
い
て

・
東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
つ
い
て

加
藤
彰
男 

議
員

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
今
後
に

つ
い
て 

～
学
校
・
家
庭
と
の
連
携
と
支
援
な
ど
～

・
「
ク
マ
」
の
出
没
と
被
害
防
止
に
つ
い
て

　

～
情
報
の
周
知
と
適
切
な
対
策
～

伊
藤
芳
孝 

議
員

・
生
活
環
境
を
守
り
住
み
よ
い
町
に

　

①
西
薗
目
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て

　

②
ヤ
マ
ビ
ル
対
策
に
つ
い
て

　

③
猫
対
策
に
つ
い
て

浅
尾
も
と
子 

議
員

・
町
民
が
望
む
入
院
・
透
析
・
救
急
が
出
来
る
有
床
診

療
所
を
建
設
す
る
た
め
に

・
新
・
医
療
セ
ン
タ
ー
等
基
本
設
計
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
「
東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
」
名
称
問
題
に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
防
止
策
に
つ
い
て

・
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
設
置
に
つ
い
て

伊
藤
真
千
子 

議
員

・
災
害
時
に
孤
立
地
区
を
無
く
す

　

①
町
道
・
農
道
迂
回
路
の
重
要
性
・
必
要
性

　

②
林
道
復
旧
率
・
計
画

　

③
災
害
前
の
情
報
収
集
、
民
間
活
用
方
法

・
ド
ロ
ー
ン
活
用
計
画

・
公
共
施
設
の
改
修
工
事
費

　

①
お
い
で
ん
家
と
し
て
使
用
し
て
い
る
施
設
の
改
修

工
事
費
の
説
明

　

②
地
区
の
公
共
施
設
整
備
費
用
の
軽
減

・
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
・
個
別
施
設
計
画

東
栄
町
議
会
定
例
会

第
４
回

一 般 質 問

�༳ࡔg万円�

補
正
予
算
の
概
要

令
和
２
年
度 

12
月

条
例
の
改
正

歳　
　

出

そ
の
他

歳　
　

入

補
正
予
算
の
概
要 

一
般
会
計

　
令
和
２
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月
７
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
中
に

各
常
任
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
、
1７
日
の
本
会
議
で
す
べ
て
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

4３億3,950

1億2,595

1億9,164

1億6,639

5億8,905

△2,146

49

△ 48

52

250

43億1,804

1億2,644

1億9,115

1億6,691

5億9,156

会　計　名 既定額 補正額 計

後 期 高 齢 者 医 療

簡 易 水 道

公 共 下 水 道 事 業

東 栄 医 療 セ ン タ ー

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

※千円༳ࡔ切ಾてのため合計が合わない部ᇀがありますc
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東栄医療センター・保健福祉センター（仮称）
基本設計がまとまりました

～町民の皆さんの声を反映した施設に～

　昨年の4月から進めてきました、「医療センター・保健

福祉センター(仮称)」の基本設計がまとまりましたので、

概要をお知らせします。基本設計につきましては、7月に

素案をお示しし、町民の皆さんから多数のご意見をいた

だきました。今回お示しするものは、そうした意見等を

できる限り反映したものとなっています。今後は実施設

計を行い、今年8月から来年5月までの建設期間を経て、

令和4年7月の開所に向けて事業を進めていきます。

・ 全施設平屋とします。 

・ 木造を中心とした、木のぬくもりのある施設とします。 

・ 医療、保健福祉の機能が有機的に連続した構成とします。 

・ 各機能を効率的に集約化し、経済的な施設構成とします。 

・ 駐車場は、十分なスペースを確保し、高齢者や障害のある

方でも玄関付近で乗降しやすく、町営バスの乗り入れも視

野に安全性を確保できる計画とします。

①　町民が集まり活性化する拠点

　 町民が住み慣れた町で支え合い、健康な暮らしを

送り、東栄町の良き暮らしを次世代へ伝えるきっ

かけとなる「町民のよりどころ」を目指します。 

②　利用者も職員も利用しやすい平面計画   

　 　東栄医療センター・保健福祉センター(仮称)が真

一文字につながり、利用者にとってわかりやすく、

職員が連携しやすい動線・平面計画とします。 

③　五感に働きかける木の薫る空間

　 　自然光が降り注ぎ、木のぬくもりにあふれた木質

空間とすることで、人に本来備わっている自然治

癒力を最大限に引き出す医療福祉施設を目指しま

す。 

④　災害時「対策本部」へ機能をシフト

　 　防災機能や設備のバックアップ機能を備え、大災

害や感染流行時にリーダーシップを発揮し、町民に

安心感を与える医療福祉の拠点を目指します。

整備方針

基本コンセプト（方向性）

事業スケジュール

基本設計

実施設計

建設工事

・ 建設工事　 9億 3,500万円

・ 外構工事　  1億  　800万円

事業費

令和2年 令和3年 令和4年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 10 11 1210 11 12

開
　
所

計　10億 4,300万円
（税込）



配置図
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東栄医療センター・保健福祉センター（仮称）基本設計東栄医療センター・保健福祉センター（仮称）基本設計

・　玄関付近に町民の交流の場となる住民交流スペースを

配置します。 

・　窓口のある事務室は、窓口ゾーン・ワークゾーンに分け、

サービスの向上と業務の効率化・迅速化を図ります。 

・　事務室は、無柱空間・OAフロアとし、柔軟性を高めます。 

・　子育て支援センターの図書コーナーを充実し、子育て

支援センター利用者以外も利用できるようにします。

❶　玄関ホールからわかりやすい窓口

❷　専用駐車場、庭のある子育て支援センター

❸　2室に分割利用も可能な会議室 

❹　執務エリアから離れてオン・オフ切替えできる

職員休憩室

❺　プライバシー保護に配慮した相談室の配置

❻　夜間利用時に他のエリアを通らずに退出できる

玄関

❼　医療センターと保健福祉センターをつなぐ屋外

通路(庇付)

❽　子育て支援センターからも使いやすい明るい運

動指導室

保健福祉センター（仮称）

両センターは、真一文字につなげ、利用者にとってわかりやすく、職員にとって連携しやすい計画となっています。

建物本体の面積は2,000m²とし、建物を5つのブロックに分けました。

建物中央の中央棟は、遮蔽性や耐火性の高い鉄筋コンクリート造とし、その左右の医療センター棟と保健福祉セン

センター棟も鉄筋コンクリート造りとすることで、

医療センター、保健福祉センターの玄関は、それぞれ南側に独立したものとし、混雑や院内感染を抑制します。

シンプルな動線計画とし、利用者が使うすべての諸室を最短で分かりやすくつなぎます。

両センターの職員連携を高めるため、利用者と交錯の少ない「職員通路」で管理諸室をつなぎます。

案内表示の色使いなどの工夫により、玄関ホールから各種受付や目的地がわかるようにします。

機能的な執務空間と多世代交流を促す
保健福祉センター

平面図

・安全にバス乗降できるスペースの確保を。

・駐車場の幅を広くしてほしい。

（老人クラブ）

・患者さんにとっても、職員にとっても

　 使いやすい規模で、機能的な施設に。

（医療センター）



広報とうえい  2021.1月号11

医療センター（仮称）
❶　外来全体が見渡せる総合受付

❷　南側の明るい外来待合

❸　チーム医療を実践する職員通路 

❹　耳鼻科・眼科・発熱外来など多目的に使える診察室

❺　陰圧切替え隔離運用が可能な多目的診察室エリア

❻　操作室をつなげた放射線部門

❼　エリアをまとめ、利用者の利便性を高めた診療空間

❽　管理エリアは完全なスタッフエリアゾーン

・　総合待合・外来待合は総合受付から見渡せ、目の行き

届く計画とします。 

・　医師・看護師・事務・その他の医療従事者など、多職種

が連携したチーム医療を実践できるように、診療エリア

を職員通路でつなぎます。 

・　外来待合は明るい南側に配置し、木の温もりあふれる

内装として、患者さんの不安な気持ちを和らげます。

・　両センターは、真一文字につなげ、利用者にとってわかりやすく、職員にとって連携しやすい計画となっています。

・　建物本体の面積は2,000m²とし、建物を5つのブロックに分けました。

・　建物中央の中央棟は、遮蔽性や耐火性の高い鉄筋コンクリート造とし、その左右の医療センター棟と保健福祉セン

ター棟は木造とします。さらに東西の画像診断棟と子育て支援センター棟も鉄筋コンクリート造りとすることで、

建物全体の強度を増すことができます。

・　医療センター、保健福祉センターの玄関は、それぞれ南側に独立したものとし、混雑や院内感染を抑制します。

・　シンプルな動線計画とし、利用者が使うすべての諸室を最短で分かりやすくつなぎます。

・　両センターの職員連携を高めるため、利用者と交錯の少ない「職員通路」で管理諸室をつなぎます。

・　案内表示の色使いなどの工夫により、玄関ホールから各種受付や目的地がわかるようにします。

・　建物の形状は、横長の長方形の形としました。

・　駐車場は、高齢者等の運転者に配慮し、通常より

広い、2.7m幅の駐車スペースとし、一般利用者

用として111台を南側に、子育て支援センター用

10台及び職員用58台分を北側に確保しました。 

・　出入口については、東西にそれぞれ1か所ずつ配

置しています。

・　子育て支援センターの利用者は、建物奥のスペー

スに止めていただき、キッズ広場を囲うように設

置してあります歩道を使って子育て支援センター

玄関から入っていただくこととで、子どもたちの

安全性を確保します。 

・　医療センター玄関と保健福祉センター玄関を繋

ぐ歩道には、庇を設けることで、雨天時の移動等

にも利用しやすいものとなっています。

・　建物の東西に駐輪場と、保健福祉センター側には

セニアカー置き場も設置します。

患者に寄り添い
チーム医療を促す医療センター

施設概要

医療・保健・福祉・介護を融合した平面計画

・長い子育て期間を通じて

  親子の拠りどころとなる場所に。

・利用時間を延長してほしい。

（子育てサークル）

・地域包括ケアシステム推進のため、多職種との

　連携がとれる保健福祉センター機能を。

（社会福祉協議会）



 

地域包括 

 
在宅に戻るための
連携・調整

こうならないために

できることは？ 

町外での生活 

在宅医療・介護 

コーディネーター

その他サービス 

在宅医療・介護コーディネーター

看護師

ケアマネージャー

ヘルパー

訪問看護ST 

 

介
護
保
険

医 
療

医療・介護の

調整役

訪問診療

 

在宅医療・介護

連携チームで支える 

看護師

かかりつけ医
訪問看護みなし

ほいっぷ
ネットワークの
活用

● 計 画

●ヒト・カネ・モノのやりくり

地域多機能拠点施設（おいでん家） 地域包括保健師

地域ケア協議体 

東栄町で
暮らし続けられる

東栄町で
暮らし続けられる

「健康」 「生活力」

その他
 

介護保険外サービス
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東栄医療センター・保健福祉センター（仮称）基本設計東栄医療センター・保健福祉センター（仮称）基本設計

各事業所が単独ではなく、チームとして医療・介護が必要な方の在

宅生活を支えます。

医療・介護が必要な方のケアマネジメント機能を持つ人材「在宅医

療・介護コーディネーター」を配置し、一体的なケア計画を作成します。

チームで生活を支えることで、専門職や事業所の少ないこの町でも

　　　　　　　　　　　　　　効率的・効果的にサポートする体制を作ります。

在宅医療・介護コーディネーターと地域包括支援センターが連携し、本人・家族との相談、

後方支援病院との退院調整を行い、在宅医療・介護連携チームへのケアにつなげます。

在宅医療・介護強化チーム

移送サービス実施チーム

●用語について

「病床が無くなることの不安」 を取り除くために
「病床が無くなることが不安」という住民の不安を取り除くために、既存の施設やサービスの運用等を検討、

6つの機能を強化し連携することで住民の在宅での生活を支えていきます。

①在宅医療・介護連携チームによる在宅生活を支える仕組みづくり

②東栄町に戻り生活できる仕組み作り

・

・

・

・

保健師を中心に専門職による「予防医療」「地域リハビリ」を地域全体で取り組み、

健康を守る地域の力の向上を目指します。

地域包括支援センターを中心に「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの力を活用

し、暮らし続けられる生活力の向上を目指します。

【目的】 病床がなくなることにより、家庭で送迎すること

が難しい高齢者や身体上の障害または疾病のために福祉

車両を利用しなければならない人に対して、自宅と近隣

の入院設備の整った医療機関の間の移送を支援する制

度を整えます。

【方針】　町内事業者による「介護タクシー」又は「福祉有

償運送」を実施できる体制を目指して検討中です。

※現在、レスパイト入院利用時に東栄医療センター（仮称）が行う送迎

を受けられている、または在宅医療を受けている方で、通院が必要に

なった場合に一人でタクシーを利用できない方等を想定しています。

レスパイト入院・・・介護者の日々の疲れ、冠婚葬祭などの事情に

より、一時的に在宅介護が困難となる場合に利用する入院です。

介護タクシー・・・タクシー事業者が主体となり、移動だけでなく

運転手が利用者の介助を行う点が特徴です。

福祉有償運送・・・市町村が主体となり、運輸局に登録の上、タク

シー事業者等に委託するものです。

後方支援体制の強化チーム
　後方支援体制の強化チームでは、在宅で療養されてい

る人を支えるため、在宅医療に係る機関で対応できない

病状の急変時等入院が必要となった場合にその症状や

状況に応じて、想定される搬送先入院医療機関へ患者

の情報を提供し円滑に入院できるよう、近隣の医療機関

との連携を強化することを検討しています。

　東栄医療センターが無床となった場合、東三河北部医

療圏で唯一の入院医療機関が新城市民病院となるため、

患者の容態が悪化し、若しくは急変した場合又は患者を

介護する家族等の休養が必要な場合に、当該患者が速

やかに入院できるよう、受入のルールを新城市民病院と

現在検討中であります。

　今後も新城市民病院と調整しながら、患者情報が円滑

に提供でき、スムーズに入院できるよう仕組みづくりを

行います。

③暮らし続けられる地域づくり

・

・
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　 御園花祭保存会は宮崎県からの招きを受けて、１０月２５日

(日)に宮崎市で開催された「神楽フェスティバル２０２０」に出演

し、湯立て、撥の舞、地固めの舞、榊鬼を披露してきました。

　九州地方の神楽の多くは楽と舞手のみで演じられ、舞手と観

衆が一体となって舞い踊る花祭は、観客のみなさんには新鮮に

感じていただけたようでした。

　宮崎県では、県内に２００ほどの保存団体がある神楽を特色あ

る歴史文化遺産と位置づけ、本町と同じく若者の流出や少子高

齢化により担い手不足が進行する中、神楽を核とした「持続可

能な地域づくり」の実現のために、神楽のユネスコ無形文化遺

産登録に向けた取り組みを進め、花祭をはじめとした国の重要

無形民俗文化財に指定されている全国の神楽保存団体に、この

取り組みへの賛同と参加を呼びかけていきたいとのことでした。

「神話のふるさと」で花祭を披露

　スポーツ推進委員の松井光彦さん（月）が全国ス

ポーツ推進委員連合30年勤続表彰を受賞しました。

松井さんは、平成2年度から現在までの30年にわ

たり町のスポーツ推進委員として、各種スポーツ事

業の指導や企画に尽力され、地域スポーツの普及

と振興に対しての顕著な功績が認められました。

30年勤続表彰を受賞しました
全国スポーツ推進委員連合

TOWN TOPICS

介護保険要介護認定高齢者の方に対する
税法上の障害者控除について
　認定対象者または認定対象者を扶養している方からの申請に基づき、対象者の身体状況等の生活自立度を確

認・審査し、認定された方に、「障害者控除対象者認定書」を交付します。この障害者控除対象者認定書を税の申告

時に提出すると、税法上の障害者控除の対象となる場合があります。

※障害者手帳をお持ちの方及び障害者控除を受けなくても所得税や住民税が非課税の方は、申請する必要はありません。

【認定基準日】

　令和2年12月31日

　（年の途中で死亡された場合は死亡日）

【認定対象者】

　認定基準日において、下記の要件をすべて満たす方

①東栄町に住所のある65歳以上の方

②介護保険法(平成9年法律第123号)に規定する要介

　 護、または要支援の認定を受けている方

③身体または認知症の状態が町で定められた基準（介護

　 保険の要介護判定資料による）に該当する方

【申請方法】

　申請書の提出が必要になりますので、申請者の印鑑

をご持参の上、役場住民福祉課までお越しください。

※前年度に認定書の交付を受けられている方へは、

12月上旬にお知らせと申請書をお送りしますので、

ご確認ください。

【交付開始時期】

　「障害者控除対象者認定書」の発行は、令和3年1月

4日以降になります。

問合せ 住民福祉課　　☎76 ・ 0503

ばち
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●
問
い
合
わ
せ
先
　
新
城
税
務
署 

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
２
１
４
１

information 暮らしの情報

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
一
環
と
し
て
令
和
２
年
分

の
確
定
申
告
で
は
、
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
主
な
対
象

に
、
前
倒
し
て
申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方

は
、
１
月
22
日
｟
金
｠
か
ら
２
月
15
日
｟
月
｠
ま
で
の
期
間
｟
土
日
・
祝
日

除
く
。
｠
で
の
ご
来
場
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要

で
す
。
「
入
場
整
理
券
」
は
会
場
で
当
日
配
付
す
る
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
事
前
に
配
布
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
今
後
、
国
税
庁
H
P
等
で
ご

案
内
し
ま
す
。
な
お
、
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況
に
よ
り
後
日
の
来

場
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

会
場　

新
城
税
務
署
｟
新
城
市
字
裏
野
１
番
地
１
｠

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

確
定
申
告
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

休
業
支
援
金
・
給
付
金

　

当
該
給
付
金
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
り

休
業
を
命
じ
ら
れ
た
中
小
企
業
の
労
働
者
の
う
ち
、
休
業
中
に
賃
金

｟
休
業
手
当
｠
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
対
し
て
、
当
該

労
働
者
等
の
申
請
に
よ
り
支
給
す
る
も
の
で
す
。

主
な
条
件

①
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
㕱㕲
月
㕳㕱
日
ま
で
の
間
に
、
中
小
事
業
主
に

　

雇
用
さ
れ
る
労
働
者
が
そ
の
事
業
主
よ
り
休
業
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と

②
①
に
つ
い
て
の
休
業
に
対
す
る
賃
金
｟
休
業
手
当
｠
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
な
い
方

令和元年度  公共事業の執行状況をお知らせします
Ӡ፭ᎬଭႩဗ֪ဪྎࢯᄇ֖֞主֩ಈӨӡ౪ල௮会ྫྷथࡎ件֊֣ႚషࡎ件့

ӡዃבൊ֎ӢӢבಈᇠ֪։ཐֽ֖֚֘Փௗष֮Ւ先ଈ֦։ཐ֦֚

֩֊֢֞ӨժဘኪಈիՒժᆾᆀիՒժဇົಈիӨ֪֣փ֥։ཐֽ֖֚֘ՓӨ Ө Ө Ө

 ೄ   ಈ  ့ ዃઞॽժ๑ࣅի

▶▶▶▶▶物品

▶▶▶▶▶土木工事

▶▶▶▶▶舗装工事

ӔӨሟੲ支תء؊ؠח

௨ౌӨӔ

௨ౌӨӔ

ӔӨ؇ؔנ

௨ౌӨӔ

ཐ時૱ဃӔӨଽࣴ支

ଆ࠽ቾჂ検௮ົམம入

小型၌ؒب،ம入

小型၌ؒب،付ูఐೆம入

㖅㖀㖐㕺㖇૩՛بרײ؆ம入

消ሻཆঊ၌ᆴඑࡩՔऀࡩՒبب؞תبءןம入

ፘ෯৯ம入

1,080

1,338

7,590

896

1,790

3,051

ӔӨဂ中ຎ

ӔӨဂ中ຎ

ӔӨဂ中ຎ

ӔӨဂ中ຎ

፟ၗऀؗᇲົ事

፟ၗׇᇲົ事

፟ၗ小ဂ༘ဎᇲົ事

ྎၗฦࣘኬྺ༘ᇲົೲ事

9,000

9,100

19,000

4,200

ӕӨ൪ᇖഓ

ӕӨසଔ็

ӔӨဂ中ຎ

ӕӨසଔ็

ӔӨဂ中ຎ

ӔӨဂ中ຎ

ྎၗဪࣘኬၗ᎓ఆ॔ሻ除事

ఢ業᎓ຘ新็事

፟ၗબਵᇱू良事

市場ആ会സุูೲ事

፟ၗຘू良事

中࣡ੲභചົམ事

6,200

2,500

4,500

1,290

6,000

4,900
Å

入
場
時
に
検
温
を
実
施
し
、
発
熱
の
あ
る
方
は
、
入
場
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
発

熱
時
や
体
調
不
良
等
の
場
合
は
、
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

Å

ご
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
入
口
等
で
手
指
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ӨӨ

０
１
２
０
・
２
２
１
・
２
７
６
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「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
歓
迎
の
ま
ち
準
備
事
業
」が
始
ま
り
ま
し
た
！

え
て
い
ま
す
。
ま
た
自
転
車
を
活
用
し
て
車

や
徒
歩
で
は
見
る
こ
と
が
難
し
い
場
所
を
訪

れ
る
こ
と
で
、
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
検
討
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
地
域
の
仲
間
を
募
り
な

が
ら
、
環
境
整
備
や
コ
ー
ス
づ
く
り
、
ガ
イ

ド
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
令
和
3
年
、
4
年
度
に
か
け
て
、

坂
道
で
も
ま
ち
巡
り
が
楽
し
め
る
電
動
ア
シ

ス
ト
の
自
転
車
を
揃
え
、
ガ
イ
ド
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
楽
し
み
を
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
町
の
皆

さ
ん
に
も
自
転
車
で
体
験
す
る
町
の
魅
力

を
味
わ
う
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
奥
三
河
で
は
サ
イ
ク
リ
ス
ト
｟
自
転

車
に
乗
っ
て
来
訪
さ
れ
る
方
｠
が
増
え
て
い

ま
す
。
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
長
距
離

を
自
転
車
で
走
る
皆
さ
ん
の
通
過
点
と
し
て
、

東
栄
町
へ
も
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
“
サ
イ
ク
リ
ス
ト
歓
迎
の
ま
ち
”
と

し
て
、
通
過
だ
け
で
な
く
滞
在
す
る
こ
と
で

町
内
で
買
い
物
や
飲
食
等
の
消
費
を
促
す

た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

自
転
車
の
楽
し
み
方
が
多
様
化
す
る
中
で
、

ま
ち
を
楽
し
む
ツ
ー
ル
と
し
て
自
転
車
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
滞
在
中
に
ま
ち
の
文
化
や

魅
力
に
触
れ
る
体
験
が
提
供
で
き
る
と
考

●問い合わせ先

　東栄町観光まちづくり協会

　　　　　　　☎７６・１７８０

もしもに備えて、お薬手帳も一緒に準備を！

●
住
民
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　

 

☎
７
６
・
０
５
０
３

　

薬
の
名
前
は
カ
タ
カ
ナ
ば
か
り
。
そ
れ

に
加
え
て
飲
む
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ
も
薬

に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
常
に
飲
ん
で
い

る
薬
が
1
種
類
な
ら
ま
だ
し
も
、
2
種

類
、
3
種
類
と
飲
ん
で
い
る
方
は
覚
え

る
の
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
災
害
時

な
ど
の
非
常
時
は
、
い
つ
も
診
て
く
れ

る
先
生
が
診
察
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
カ
ル
テ
や
薬
歴
な

ど
の
情
報
が
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

自
分
自
身
が
飲
ん
で
い
る
薬
の
情
報
を

知
っ
て
お
か
な
い
と
、
避
難
先
の
病
院

や
救
護
所
の
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
適
切
な
対
応
が
取
れ
な

い
た
め
、
病
気
が
悪
化
し
た
り
、
命
に

関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
際
、

薬
を
持
た
な
い
ま
ま
避
難
し
て
き
た
人

た
ち
に
、
お
薬
手
帳
の
情
報
を
基
に
適

切
に
対
応
で
き
た
例
が
相
次
い
だ
そ
う

で
す
。
お
薬
手
帳
は
、
薬
の
情
報
を
記

録
す
る
日
記
の
よ
う
な
も
の
。
災
害
時

に
適
切
な
医
療
を
受
け
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
非
常
用
持
出
袋
と
一
緒

に
お
薬
手
帳
も
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

1
9
9
5
｟
平
成
7
｠
年
1
月
17
日
に

起
き
た
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
26
年
が

経
ち
ま
す
。
ま
た
2
0
1
1
｟
平
成
23
｠

年
3
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
は
今
年
で
ち
ょ
う
ど
10
年
が
経
ち

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
災
害
備
蓄
品
と
し
て

何
か
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
例
え
ば
、

水
や
非
常
食
、
衣
類
な
ど
の
準
備
は
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
そ
し
て
常
に
飲
ん
で

い
る
薬
の
あ
る
方
は
「
お
薬
手
帳
」
も
、

も
し
も
の
時
に
は
一
緒
に
持
ち
出
せ
る

場
所
に
あ
り
ま
す
か
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

み
ん
な
で
つ
く
る
！

Vol.42

健
康
戦
隊

守
る
ン
ジ
ャ
ー

【
役
場
保
健
師
】



小学校中学校

みんな真剣です！みんな真剣です！

弘法山から学校を眺める様子弘法山から学校を眺める様子

金沢駅 鼓門の前で金沢駅 鼓門の前で

縁日体験の射的縁日体験の射的

招き猫の絵付け体験招き猫の絵付け体験

ルソーの碑で(普通科)ルソーの碑で(普通科) 森林クラフトの作品森林クラフトの作品宿舎前で記念撮影(林業科)宿舎前で記念撮影(林業科)

講師：鈴木かをる先生講師：鈴木かをる先生
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⼮
⼔
⽅
⼞
⼦
ヂ

ヱ

㖱
Ⴉ
生
⼓
チ
宿
ძ
ଞ
ೲ
ビ
⼼
⽒
⼜
⼯

体
験
ピ
⽙
ப
⼋
⽅
⼞
⼦
ヂ
⼴
⽐
⼋
⼶
チ

ミ
ဪ
ࢯ
ྎ
⼵
ት

⼵
௺
ᄇ
ଣ
！
ム
ௗ

Ⴉ
⼶
チ
⼵
⼔
山
学
校
⼮
木

体
験
⼯

⾩
⽬
⾧
⽥
⼇
⽴
⾤
⾰
チ
ஞ
ጃ
ࣆ
⼯
ྵ

⼵
ᆹ
ビ

ూ
ओ
⼵

⾇
⽡
⽟
⽩
⾦
ピ
⼵

ଣ
学
ヂ
⼤
⼞
⼭
チ

弘
法
山
⼲
ဎ
⼪
⼭
チ


ሰ
༊
⼒
⽐
ཨ

学
校
⼲
୶
⼘
⼭
校

ऒ
⼯
ྎ
ऒ
⽙
ฮ

ヂ

ኻ
⼶
⽶
⽼
⼇
⾒
⽦

⼇
⾩
⽶
⾅

ࣆ
⼮
⾔
⾦
⾊
⽼
⾧
⽣
⾝
ヂ

㖲
日
ኬ
⼶
チ
⼑
⽉
⼭
⽋
ࣆ
⼯
ూ
ම
ற


⼵
ற
山
⽙
ଣ
学
チ

ඳ
⼶
チ
๑
༉

ᅧ
ື
⼮

ဘ
ፍ
ጫ
⽙
ম
Ⴗ
⼞
⽅
⼞

⼦
ヂ

⼖
⼵
ሑ
⼲
⼛


⼋
⼦
⼧
⼔
チ

ྎ
⼵
ት

⽙
௺
ᄇ
ଣ
⼠
⽒
⼚
⼯
⼓

⼮
⼔
⽅
⼞
⼦
ヂ

⼴
⽐
⼋
⼶
ミ
日


⽙
༉
ᅳ
⼠
⽒


୯
ད
⼒
⽐
ဪ

ࢯ
ྎ
⼵
ት

⽙

ଣ
⼱
⼑
⼠
！
ムヂ

წ
๖

⽋
金
沢

⼵
ྎ
ᇖ
⽆
チ


Ꭵ
ࣆ
チ
２１
ฌ
ਈ

ᅖ
ട

チ
金
沢

駅
့
ヂ
ಲ

⼲
ኬ
ヅ
ಚ
ヅ

⼮
ଣ
ᇍ
⼔

⼠
⽒
⼚
⼯
⼮
チ
་
⼔
⼱
শ
၌
⼯
ਂ
⼬

⼔
⽙
ၜ
⽒
⼚
⼯
⼓
⼮
⼔
⽅
⼞
⼦
ヂ
॒

⼒
⽐
ଣ
⼦
ဪ
ࢯ
ྎ
⼵
ፕ
⼜
⽙
ଣ
⼱
⼑

⼠
⼚
⼯
⽉
⼮
⼔
チ
ዛ

ਟ
⼱
㖲
日


⼲
⼱
⽑
⽅
⼞
⼦
ヂ

ヱ
ヱ

㖲
Ⴉ
生
⼓
チ
წ
๖

ヅ
金
沢
ሑ
ኜ

⼿
ே
ၾ
ଞ
ೲ
⼲
ப
⼔
⽅
⼞
⼦
ヂ
፯
Ⴉ

⼱
⽐
ೣ
ဒ
ဪ
ੜ
⼮
体
験
ঊ
၌
⽙
ப

⼋
⽅
⼠
⼓
チ
ௗ
Ⴉ
⼶
ශ

⽰
⾪
⾇
⼵

শ

⾧
⽶
⽬
⽙
ண
ፄ
⼞
チ

ப
࿘
⾍

⽶
チ
㖱
ძ
⼮
⼵
ಲ
౮
⼯
⼱
⽑
⽅
⼞
⼦
ヂ

ヱ

林
業
科
㖱
Ⴉ
生
⼓
࣏

林
⾄
⾐
⾢
⼇
⽙

ऐ
⼦
⼞
⽅
⼞
⼦
ヂ
ঢ
⽑
ᆻ
⼋

⼲
⽏
⽒


ॅ
ঢ
⽑
チ
ྙ
ছ
⼲
⽏
⽒

ঢ
⽑
⼵
ಲ

⽙

ப
⼋
⽅
⼞
⼦
ヂ
ഞ
ᄇ
前
⼶
ગ
྅
チ
ᆊ
ࡊ
⼵

ᅳ
ග
⽙
ᆘ
⼒
⽀
⼭
⼋
⽅
⼞
⼦
⼓
チ
ಲ

ଢ଼

⼶
ഊ
ಲ
শ
⼲
⼉
⼼
⽓
⼦
ᅳ
ග
⼮
⼞
⼦
ヂ

ヱ

普
通
科
㖱
Ⴉ
生
⽉
ঝ
山
⼮
⼵
ଞ
ೲ
⽙
ப

⼋
チ
ሾ
็
ད
ࡰ
⼲
ஸ
校
⽙
्
校
⼠
⽒
⼦
⽈

⼲
木
⽙
ࡱ
⼭
チ
先
ე
ሑ
⼓
༉
y
ธ
ᅏ
⼞
⼭

⼔
⼦
ঝ
山
࣏

林
⼵
ዡ

⽙
ཐ
⽒
⼚
⼯
⼓

⼮
⼔
⽅
⼞
⼦
ヂ
⽅
⼦
チ

ছ
⼲
⽏
⽒
ऀ
ຶ

ঢ
⽑
⽉
体
験
⼞
⽅
⼞
⼦
ヂ

ヱ

11
ଈ
㖶
日(

金)

ミ
㗌
㗍
㗋
㖺
㗍
ム
⼵
⾃
⼇

⾛
⼵
⽉
⼯
チ
山
፲
ੱ
ಬ
⼯

௹
⼮
ᇌ
ँ
ఋ

⽙
्
௹
⼞
⽅
⼞
⼦
ヂ
ௗ
Ⴉ
ဗ
⼶
শ

൵


ప
⼵
⼦
⽈
ᇱ
୦
ೄ
⼲

࿊
⼞
⼦
୰
्
⼯
⼞

⽅
⼞
⼦
ヂ
ௗ
Ⴉ
ဗ
⼶
ད
ࡰ
⼵
ሑ
⼲
⼶
⼛
ࡎ

ၾ
⼓
⼮
⼔
⽅
⼢
⽚
⼮
⼞
⼦
⼓
チ

Ⴉ
ဗ
⼵

्
௹
⼲
⼛
ৼ

⼖
⼧
⼜
⼋
ヂ
⼚
⼵
⽏
⼍
⼱

ฑ

⼵
⼉
⽒
ཨ
⼮
⽉
チ
縁
日
体
験
⼱
⼰



ೄ
⼓
ॼ
⼞
⽈
⽒
⽏
⼍
⼲
२
⽬
⾦
⽶
⼓


ᆍ
⽙
ઁ
⽐
⼞
⽅
⼞
⼦
ヂ

ヱ

⽅
⼦
チ
಼
真
ᆪ
⽙
ഷ
⽈
⼯
⼞
⼦
ᇌ
ँ
ᆪ
⼵

作
品
チ
森
林
⽬
⾦
⾒
⾅(

林
業
科
㖳
Ⴉ)

⽋

ᅖ
ട
チ
ി
ၗ(

㖱
Ⴉ)

⼵
作
品
チ
ຳ

学
(

㖲
Ⴉ)

⼵
ྔ
⽀
学

ᄇ
ᅳ
⼯
⼋
⼪
⼦
日

⼵

ဖ

⼵
ถ
ऐ
⽙
ଣ
⼭
⼋
⼦
⼧
⼔
⽅
⼞
⼦
ヂ

文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た

１
年
生
が

演
習
林
デ
ビ
ュ
ー

コ
ロ
ナ
禍
の
今
考
え
る
・
・
・

１
年
生
、
宿
泊
研
修

２
年
生
、
国
内
研
修



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察

署
内
で
の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠

交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定

し
ま
す
の
で
、
そ
の
講
習
を
受
講
後

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、

更
新
手
続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

Å

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て

平
日
の
正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

運転免許更新のご案内

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

事
件
・
事
故

　

緊
急
事
案
は
１
１
０
番

〜
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０
〜

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
の
た
め
の
専
用
電
話
で
す
。

　

事
件
解
決
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
す
ば
や
い
通

報
」
に
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
迷
わ

ず
、
落
ち
着
い
て
、
す
ぐ
に
１
１
０
番
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
強
盗
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
事
件
を
目
撃
し
た
。

・
ド
ロ
ボ
ウ
に
入
ら
れ
た
り
、
ド
ロ
ボ
ウ
が
逃
げ 

　

る
の
を
目
撃
し
た
。

・
ひ
っ
た
く
り
被
害
に
あ
っ
た
、
ひ
っ
た
く
り
を

　

目
撃
し
た
。

・
見
か
け
な
い
人
が
、
家
の
中
を
の
ぞ
い
て
い
る
。

・
ひ
き
逃
げ
事
故
に
遭
っ
た
、
ひ
き
逃
げ
事
故
を

　

目
撃
し
た
。

１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

❶
何
が
あ
っ
た
の
か　
　

事
件
な
の
か
、
事
故

な
の
か
内
容
を
簡
単
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

❷
そ
れ
は
、
い
つ
な
の
か　

何
時
ご
ろ
の
出
来

事
か
、
何
分
く
ら
い
前
の
こ
と
か
を
お
話
し
く

だ
さ
い
。

❸
そ
の
場
所
は
、
ど
こ
な
の
か　

現
場
の
所
在

地
や
目
標
と
な
る
も
の
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

❹
犯
人
は
、
ど
う
し
た
か　

犯
人
の
人
数
、
人

相
、
服
装
、
何
を
利
用
し
て
ど
こ
へ
逃
げ
た
か

を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

❺
被
害
の
状
況　

け
が
の
程
度
や
盗
ま
れ
た
も

の
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

❻
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名　

ご
自
分
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

緊
急
性
の
な
い
相
談
な
ど
は
、
警
察
相
談
専

用
電
話
「＃
９
１
１
０
」や
最
寄
の
警
察
署
に

電
話
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
庭
の
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
で
あ
る
場

合
は
、
０
５
２
・
９
５
３
・
９
１
１
０
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。
愛
知
県
警
察
本
部
の
住
民
コ
ー
ナ

ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

開
設
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日(

祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く)

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
で
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
通
話

料
は
必
要
で
す
。

ふ
る
さ
と
歌
壇
十
一
月
詠
草

鈴
木　

政
子

伊
藤　

久
美

小
石　

直
子

伊
藤　

義
信

竹
田　

正
子

渡
辺　

禮
子

内
藤　

久
代

福
田　

幸
代

堂
地　

雅
子

佐
々
木
秀
子

え
さ

そ
よ
か
ぜ

来
年
も
出
来
る
か
ナ
ァ
と
鍬
に
ぎ
り
土
よ
せ
を
せ
ん
大
根
ゆ
れ
る

壁
掛
け
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
め
く
る
た
び
支
え
て
く
れ
る
人
に
感
謝
を

健
診
日
雨
の
日
な
れ
ど
懐
か
し
い
人
の
顔
、
顔
心
晴
れ
た
り

さ
わ
や
か
な
朝
の
日
差
し
と
微
風
に
金
木
犀
の
芳
香
漂
う

匂
い
求
め
蜜
を
求
め
て
舞
い
て
来
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

木
犀
の
薫
り
そ
め
た
る
夕
ま
ぐ
れ
香
に
包
ま
れ
て
暫
し
立
ち
を
り

鹿
が
鳴
く
降
り
注
ぐ
星
こ
ん
な
夜
は
ご
ん
ぎ
つ
ね
愛
し
背
戸
に
来
る
か
も

「
く
ま
さ
ん
」
と
親
し
み
歌
う
も
餌
の
な
き
熊
人
襲
う
姿
よ
哀
れ

私
ま
で
戴
き
嬉
し
苺
苗
向
き
を
揃
え
て
さ
あ
こ
れ
で
良
し

去
年
ま
で
こ
な
せ
た
同
時
進
行
の
予
定
さ
ば
け
ず
も
た
つ
き
焦
る

広報とうえい  2021.1月号17

東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
振
り
込
め
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
8
｠

0
件 

｟
4
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

1
件 

｟
7
｠

0
件 

｟
0
｠

1
件 

｟
11
｠

11
件 

｟
73
｠

2
件 

｟
20
｠

1
件 

｟
9
｠

1
件 

｟
9
｠

21
件 

｟
254
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
計

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
２
年
11
月

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
県
境

連
携
の
再
価
値
化
～
逆
境
か
ら
の
挑

戦
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

三
遠
南
信
地
域
が
一
丸
と
な
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
立
ち
向
か

い
、
更
な
る
県
境
連
携
を
推
進
す
べ
く

地
域
内
外
へ
広
く
発
信
し
ま
す
。

三遠南信サミット2021in遠州
●
問
い
合
わ
せ
先 

　

三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン

　

推
進
会
議
｟SE

N
A

｠事
務
局

 　

☎
０
５
３
・
４
５
７
・
２
２
４
２

ࡿ参加で後までཨしƙƚƆƔがຳዓ്ですc

毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
か
ら
弓
道
場
で
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

優
勝

二
位

三
位

優
勝

二
位

伊
藤　

勉

三
城
信
和

西
林
信
彦

優 

勝

二 

位

三 

位

伊

藤
　

勉

三

城

信

和

伊

藤

礼

子

森
上
祥
高

青
山　

進

優
勝

二
位

三
位

伊
藤
礼
子

加
藤
育
代

杉
野
き
よ
み

一
部

二
部

総
合

12月5日 東栄町弓道場
弓友会 月例会成績表忘年射会

●
問
い
合
わ
せ
先

　

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

༌ӼԂष

２
月
15
日
｟月
｠午
後
２
時
か
ら

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信



施
設
利
用
（
11
月
）

戸
籍
の
窓
口

●そらいろのてがみ

●パンどろぼう

がしまひろみ　（岩崎書店）

柴田ケイコ　（KADOKAWA）

※住民基本台帳　※単位：人

令和２年11月の利用者数施　　設　　名 11月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

12
月 

新
着
図
書

人 口

男

女

世帯数

3,062

1,467

1,595

1,427

 −3）

±0）

−3）

±0）

転 入

転 出

出 生

死 亡

8

3

1

9

11月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

185

95

9,940

312

17

1,991

（

（

（

（

（

（

562）

222）

14,304）

 371）

140）

1,760）

1,320

880

64,810

1,980

132

6,661

（

（

（

（

（

（

3,467）

1,624）

111,166）

2,698）

3,584）

14,163）

営業当初からの累計利用者数　3,675,416

11月16日～12月15日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

18

　秋・冬の東栄町の自然を満喫できる体験型イベント

「山フェスin東栄町」をのき山学校で開催しました。

大治町から参加されたご家族は、校庭でのデイキャ

ンプ、和太鼓集団「志多ら」による太鼓エクササイズ、

テントサウナ、星空観察会などの体験を楽しみました。

大治町友好自治体

納
税
等

納期： ２月 1日

●個人町県民税　　

●国民健康保険料

●後期高齢者保険料　　

●保育料　　●住宅使用料　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●放課後児童クラブ利用料

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●お悔やみ

氏　名　　　　 年 齢　  　住 所

佐々木髙之 79 下川

峰 田 　 　 恰  100 やまゆり

原田　貞雄 91 三輪

亀山　廣行 79 下川

※東栄町に住所を有し、町外で出生・

死亡の届出をされた方も掲載対象

となりますので掲載を希望される

場合は、お早めに住民福祉課へ申

し出ください。
※写真は昨年11月29日（日）に開催された山フェスの様子



役場閉庁（３日まで）

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

ドレミの会
（西薗目地区）

ドレミの会（本郷・
二タ田・別所地区）

1 January. 2021

東三河消費生活
東栄相談室

行政相談

民生委員児童委員
協議会定例会

ベビーマッサージ

親子教室

予防接種 乳幼児健診

予防接種シャレおじの会

ノーメディアデー

表紙の写真

　足込の熊野神社からの日の

出。鳥居の間から昇る陽は、と

ても神秘的です。天候によって

雲海ができ、より幻想的な景

色を見ることができます。

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

成人の日

元日

さわやかクラブ

たんぽぽの会

たんぽぽの会

巡回職業相談

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

広報とうえい  2021.1月号19

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

ドレミの会

保健事業

たんぽぽの会

ゆめ工房
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広報とうえい

 

 

歴史・伝統を知ろう

あの頃へタイムスリップ
坂柿一統記（さかがきいっとうき）　～感染症への挑戦～

　町では、プロバスケットチーム三遠ネオフェ

ニックスとスポーツを活用した地域の活性化

を目指して、昨年より連携協定を結んで活

動しています。

　1月３０日（土）と３１日（日）には、奥三河デ

ーとして町民の方を試合に無料招待する催

しがあります。詳しくは、ＰＲポスターや町ホ

ームページをご覧ください。また、試合当日

は、町からシャトルバスを出す予定（後日と

うえいチャンネルやチラシ等でご案内）です

のでご利用ください。

　迫力満点のプロのプレーを是非会場で観

戦し、みんなでフェニックスを応援しましょう。

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

太田真帆さん

東栄町在住歴 １年９ヶ月

（東薗目）

その 142

 

 

  

 

 

ま　ほ

問合せ 教育委員会　 ☎７６ ・ 050９


